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一
　
はじめに
『新蔵人物語』は絵巻物である。伝本は二点。上巻のみのサントリー美術館本と、上下巻が揃う大阪市立美術館本が現存している。奥書によると筆者は、サントリー美術館本は足利義視
（一四三九～一四九二年）
、
大阪市立美術館本は後柏原院卿内侍
（一四八三～一五四三年）
であるとさ
れる。このことと、南北朝時代から室町時代に数多く制作された画中詞を伴う小絵という形態から 本絵 の成立時期 南北朝時代から室町時代と推測される
（１）
。
『新蔵人物語』の主人公たる新蔵人は、兄を一人、姉を二人持つ女君である。父親の「いづれもありたからむままに、ただ心にまかせて過ぐし給へ。親の掟 も従へぬも は人の心なり。終 は我が の引くに任する習ひなれば」 いう言葉を受け、男装し兄の蔵人と一緒になって帝のもとに出仕すること なった。そのうちに男装出仕が帝に露見し、その物珍しさから帝の寵愛を得ることとなる。そして懐妊し、 の男君を産むが、しばらくして帝の 情の陰りが察せられるようになる。そ ことで出家を思い立った新蔵人は剃髪し、先に父親 言葉を受けて出家をしていた姉の大君の元で仏道修行に励み、終には念願であった往生を遂
げたそうである。
この物語は、女性が、男性そして同性女性から「女性の生き方の型」
にはめ込まれることへの疑念や訴えを投げかける物語だ。本稿ではそのことを、本文にあ 「梅ヶ畑」と「禅恵」という語句を足掛かりに証明したい。引用した本文は『室町時代の少女革命
　『新蔵人』絵巻の世界』
に依っ
（２）
。二
　「梅ヶ畑」の「禅恵」
まず「梅ヶ畑」の「禅恵」という人物に注目した。大君は出家して「尊
く行はせ給ふ真言の尼御禅
恵（３）
」の弟子となり、 「梅ヶ畑」の地で仏道修
行に励んでいたということが本文にある。新蔵人は後に大君 合流し、自分達の成仏と父・母・中君の引接（衆生を浄土に引き導くこと。 ）を目標として修行に励んだ。こ ことから新蔵人も大君とおなじく「梅ヶ畑（＝善妙寺） 」の「禅恵」のもとで修行をしたと推察される。こ では新蔵人と大君が「梅ヶ畑」の「禅恵」 弟子である必然性を探「梅ヶ畑」とは高山寺の別院である善妙寺のことを指す。創建には高山寺の明恵上人
（一一七三～一二三二）
が関わったとい
う（４）
。山佳幸氏によ
ると承久 乱
（一二二一）
の結果未亡人となった女性たちが「夫をはじ
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め父や子らの亡者の霊を弔う菩提所であるとともに、彼女らを経済的に救済し、残された人生を託すことのできる、一種の収容施設としての機能も有していた」そうだ。また牛山氏は、 建長五年
（一二五三）
成立の『高
山寺縁起』を最後
に（５）
消息が全く不明であることから、 「鎌倉期当初に創
建された（略）尼寺の成立自体が戦乱・内訌などの悲劇に伴う のであったという、偶発的な事由を有していたことから（略）中世初期 尼寺は、未亡人が残された人生を託す隠居所的な性格に どまっており、積極的な宗教活動を展開させる場としての条件が整っていなかった」ために「当初入寺した女性 ちが没 たあとは程なく廃絶したので なかろうか」と推測している
（６）
。しかしながら詳細は尚も不明である。
禅恵は、貞永元年
（一二三二）
に筆写された『華厳経』の一部が高山
寺に「尼経」の名で伝来しており、その奥書によっ 名を知ることのできる八人の のひとり ある。天保十年
（一八三九）
に高山寺で「尼経」
を被見する機会を得た柳原信充は『柳庵題跋備考 に於いて、禅恵は承久の乱の公家方首謀者のひ りの権中納言藤原（葉室 光親 妻・経
子（７）
であったことを考証してい
る（８）
。また『山州名跡志』には、禅恵という尼
僧が善妙寺の開基であるとの記述があ
る（９）
。これらの史実から、禅恵は物
語中でだけではなく、現実でも実在した善妙寺の尼であっ ことが窺い知れる。
三
　
禅恵の周辺
　　
─「高山寺尼経」と「義湘絵」から─
禅恵の人物を知る手掛りとして「高山寺尼経」が存在する。先に
禅恵の筆と奥書から読み取れる『華厳経』が高山寺にあると述べが、これは通称「高山寺尼経」と呼ばれている。 「高山寺 は、善
妙寺の尼公が書写した『華厳経』で、高山寺所蔵のもの（通称「高山寺尼経」／五十四帖）と、前田育徳会所蔵のもの（高山寺より加賀藩太守前田家が譲渡を受けたもの。／四十帖）があ
る
）（（
（
。この「高山寺尼
経」からは禅恵の他に真覚・明達・性明・戒光・明行・信戒・理澄の署名を見出すことができる。これらの人物が明恵の追善供養のために寄合書で書写したのが「高山寺尼経」であ
る
）（（
（
。梅津次郎氏の調査か
ら、 「高山寺尼経」 ① 「高山寺尼経」は六十あるうち六つの巻 第十 ・十一 ・十三 ・十四 ・五十五 ・五十七）を欠いている」②「 「高山寺尼経」五十四帖の大部分には帖の奥に書写 年月日と筆者の署名を伴っている。そのうち最も早い日付は貞永元年六月廿九日（比丘尼明達書写 第十二巻と比丘尼戒光書写の第四十六巻） 、最も遅い日付は貞永元年十一月二日（比丘尼性明書写の第二十五巻）である ③「貞永元年正月 九日に没した明恵に対する供養 意味があっ か」④「奥書に の日付と筆者の署名以外に識語を伴う のがある ことがわか
る
）（（
（
。注目すべき
は④である。次に奥書 書写の日付と筆者の署名以外 識語を伴う巻四十四 ・ 五十二 ・ 六十を載せた
）（（
（
。
〔巻四十四〕貞永元年十月廿五日未時許為和尚値遭幷来世修行書写了比丘尼明行〔巻五十二〕　　　　　　　　　　　　　　
比丘尼
貞永元年七月二日酉尅許書為了禅恵
　
願以此経書写功力生々世々受持不忘願
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　（此の経の書写の功力を以て願う永遠にいつの世も仏の教えを忘れ
ず）
大師和尚不離暫時在々所々値遭奉事
　（大師（義湘）と和尚（元暁）と片時も離れず至る所でお目に掛か
る事を）
※括弧内の現代語訳は講者が私に付したものである。
〔巻六十〕貞永元年壬九月廿七日巳尅許書写了比丘尼禅恵奉為此経書写功力先師和尚悲智円満生々世々受持不忘在々所々隨遂仕事一々願念必得成就
　
ここでの「先師」は明恵、 「大師」は義湘、 「和尚」は元暁のことを指す
）（（
（
。
禅恵筆の巻五十二及び六十の奥書は、書写の日付と筆者の署名以外に
識語を伴う点が珍しい。巻五十二については書写の日付と筆者の署名以外に 帖の中でも内容に義湘を指す「大師」 語があるという差異がみられる。この二点を総合し、巻五十二の禅恵筆の奥書は現存する「高山寺尼経」のうちでは異質であり この箇所に『新蔵人物語』で禅恵が登場させられる意義があった可能性も捨てることはできない。そこで「高山寺尼経」巻五十二奥書について分析を行った。が、分析の内容に入る前に「義湘絵 について説明する必要がある。
唐に善妙という女人がいた。唐へ遊学するために訪れていた義湘に一
目惚れし、色欲を抑えられずに言い寄 も拒絶される このことで自分自身の愚かさに気付いた善妙は、 これからは義湘 尽くす とを誓った。やがて義湘が新羅へ帰国する時が来た。そこで善妙は竜と化して義湘の
船を背負って海を渡った。帰国した義湘は仏法（華厳）を広める拠点を探しており、相応しい山寺を見付けるも、既にその寺には僧が居た。そこで善妙は大盤石となって浮揚し、山寺の上に飛んで行き僧たちを驚かして追い払った。この伝説は『宋高僧伝』第四「唐新羅国義湘伝」にみられる。これが元となった「義湘絵」という作品がある。 「義湘絵」は「元暁絵」と合わせて『華厳宗祖師絵伝』 （ 『華厳縁起』 ）と呼ばれて高山寺に伝わる絵巻物 ある。 「義湘絵」 詞書 画中詞を伴う絵、そして判釈文とよばれ 善妙及び義湘についての説教（問答形式）で構成されている。 「義湘絵」の成立の詳細については諸々の研究が成されていがどれも仮説の領域を出ない。ただ明恵の思想が少なからず「唐新羅国義湘伝」の説話化 影響 及ぼしてい という点で どの先行研究も一致してい
る
）（（
（
。奥田勲氏は『華厳縁起』制作の意味を承久二年
（一二二〇）
五月二十日の明恵四十八歳の時の夢に見出し、こう説明し いる
）（（
（
。
　
明恵と思しい男は異国からきて嘆いている陶製の女の人形に随順
を迫る。人形は初め拒否するが男は自分の優れていることを挙げさらに言い寄ると人形はついに諾し、 が人形を掌に取るとたちまち生身の女性にな 。男 明日この女性を連れて出かけようと思い、女は男に付いて行くことを喜ぶ。ところが、人はこの女性が蛇と通じていると非難する。　
生々しい、きわめて性的な夢であるが、夢から目覚めた明恵は、
この女性が蛇（龍と同一視している）と通じていることと陶器の人形であることから善妙 アナロジーを見出し、夢解き て善妙と遭遇したとした。この夢が華厳縁起（高山寺蔵、正しくは「華厳宗祖師絵伝」だが通称としての「 」を用いる）の制作と善妙寺の建立に力を与えたであろうこ は、文献的な確証 ないにして
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も、時間的な経過とその実現を重ね合わせてみると蓋然性の高いことが理解できよう。
また金任仲氏は『華厳縁起』の制作意図には「元暁・義湘という二人
の高僧の名を借りて、明恵自身の思想と体験を語るためであった」と述べており、 「 「義湘絵」には『宋高僧伝』に出てく 善妙に対し、明恵が華厳擁護の神として祀り、義湘と善妙の説話にちなんで、明恵と尼僧を含む女性信者との関係が意識されている」とも述べてい
る（17
）。明恵は承久
二年
（一二二〇）
年五月二十日の夢から自分自身を義湘と重ね合わせて
おり、金氏が指摘しているように「貞応二年
（一二二三）
、彼が承久の乱
（一二二一）
による戦争未亡人たちの救済のために建てた尼寺を、善妙寺
と名付けている事実によっ も窺うことができる であろう。また『華厳縁起』は善妙寺の尼僧 と て、義湘を明恵、善妙を自分自身に置き換えて受け留められたことも想像に難くない。「義湘絵」判釈文中には、 善妙と義湘の巡り会いの必然性を説いた「善妙、先の生に知識に会ひ 正法を聞く。尚、欲塵に染まりて 女人の報ひを離（れず） 。 （前）生の浄信の力 依り 今世に又大（師）に会ひ奉る。 」という箇所があ
る
）（（
（
。禅恵が善妙について先に引用した判釈文の
ような見解を持っていたならば、奥書にある願望は、禅恵の「善妙のように現世で学んだ仏の教え（正法）を幾度生まれ変わったとしても忘れることなく、転生した先 世では必ず義湘や元暁とお目 掛かれますように」というもの あるこ がわかる これは禅恵が 「義湘絵」 判釈文に説かれている明恵の「善妙と義湘の巡り会いの必然性」の論理を知っていたとい 証拠であ そして禅恵が明恵の説く善妙に共感しており、自分自身もかの善妙 ように今世 この仏法の縁 以 来世は義湘に巡 会いたいと願う人物であ ことを窺う材料 もなる。
次に禅恵の人物を知る手掛りとして、 「唐新羅国義湘伝」と「義湘絵」
のそれぞれに於ける、善妙が義湘に一目惚れする場面に続く善妙が義湘に尽くすと誓う（尽くすことの許しを請う）場面を左に記載した
）（（
（
。
「唐新羅国義湘伝」於
レ前矢
二大願
一言。
Ａ生生世世帰
二命和尚
一。習
二学大乗
一成
二就大事
一。
弟子必為
二檀越
一供
二給資縁
一。
「義湘絵」願はくは、
Ｂ生々世々、法師と共に生まれ、
Ｃ離れ奉らずして、広大
の仏事を興し 法界の衆生を利し給はむ所毎に、影の如くに添い奉りて、所須 供給し、資縁を扶け奉らむ。
「高山寺尼経」巻五十二奥書にある「生々世々受持不忘」 ・ 「在々所々値遭奉事」は傍線Ａ「生生世世帰
二命和尚
一」 （ 「唐新羅国義湘伝」 ）及び
傍線Ｂ「生々世々、法師と共に生まれ」 （ 「義湘絵」 ）と解釈上の類似がみられる。同じく「高山寺尼経」巻五十二奥書の「大師和尚不離暫時 大師（義湘）と和尚（元暁）と片時も離れず） は、 「唐新羅国義湘伝」には存在せず「義湘絵」独自の文言である傍線Ｃ「離れ奉らずして、広大の仏事を興し、法界の衆 を利し給はむ所毎 、影の如くに添い奉りて」と解釈が似る。平野多恵氏も「高山寺尼経」巻五十二奥書は、 「これは義湘絵に見える善妙の大願と明らかに通じ合ってい 」と述べてい
る
）（（
（
。
このことから禅恵は「義湘絵」もしくは明恵本人の説く善妙、 いわば 明恵版善妙」の継承者であったことがわかる。そして明恵が説く善妙のように、死後は義湘、もしくは義湘に仮託された明恵と一緒に転 し 必
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ず巡り会って影の如く寄り添い、徳が高い行為を援助する存在になることを希望する人物であったことも同時に読み解くことができ 。
四
　
むすびにかえて
　　
─新蔵人と禅恵─
禅恵について柳原信充は『柳庵題跋備考』に於いて承久の乱の公家方
首謀者のひとりの権中納言藤原（葉室）光親の妻であったことを考証している。禅恵はもともと公家社会の人間であったが、承久の乱がきっかけで未亡人となり、財務基盤を失った彼女が頼ったの 明恵であり善妙寺だったのである。 「高山寺尼経」巻五十二の奥書からは、死後は転生した世では善妙の如く明恵にそ 身を尽くすことを望む人間だったことが窺い知れる。公家社会の女性である禅恵は「三従」 教えに従う当時の女性としては当 り前の人生を送ってきた人物だと推察される。そであるならば、現世、そして来世も男性（義湘）の「影」 生を希望する人物だったことになる。
一方新蔵人は「我が心のまま」に行動し、振る舞った人物だ。ただ新
蔵人は帝の心離れというきっか があり出家し、家族往生（家族往生れば現世限り 家族 縁を来世も結ぶことができる。 ）に向けて仏道修行に励む人物に変身する である。だがこの突然 孝行も 「ともかくもあれよ（心のままに生きよ） 」 う方針 持ち主である両親の下に転生し、来世も のごとく「我が心のまま」に行動し振る舞うためはいえないだろうか。
以上のことを踏まえると、新蔵人と禅恵は正反対の人物である。物語
に新蔵人と対称をなす人物として禅恵が適任者 っ ために登場したと推測させられる程で る。仮に、 「三従」の教えに忠実な女性・人生
を他者に捧げるような女性の象徴的存在として禅恵が『新蔵人物語』に登場したのならば、 明恵や華厳宗 （現世だけでなく来世も女性に男の 「影」であることを求める明恵及び華厳宗の教え）や、 それを妄信する女性（男の「影」のように振る舞い生きることが、正しいとか幸せといったように考える女性） 、批判対象として読者に提示する役割を担わされていた可能性が指摘できる。また、 『新蔵人物語』 最後には、新蔵人と大君が成仏して父・母・中君 浄土に導き、五人揃って一つの蓮に迎えられたことが綴られている。親子は一世の縁とされた時代 家族往生であることから、 『新蔵人物語』を成功 ・新蔵人の物語と読むならば、先に述べたような新蔵人と対称的な女性を揶揄した物語とも解釈できるのではないだろうか。そうであるならば禅恵には、彼女の登場によ 冒頭で述べたように「女性 、男性そして同性女性から「 性の生き方の型」にはめ込まれることへの疑念や訴えを投げかけ」る機能があった指摘できる。注
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　『新蔵人』絵巻の世界』 （二〇一四年、笠間書院） ）
（
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　『新蔵人』絵巻の世界』 （二〇一四年 笠間書院）
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（５）権長五年（一二五三）に沙弥高信が注進した『高山寺縁起』には、次の
ように善妙寺の草創を伝えている。
　　　　
一、平岡善妙寺右寺者比丘尼寺也、本堂者西園寺入道大相国移二古堂一可レ有二造立一之云々、而中御門中納言宗行卿後室禅尼、為二彼卿菩提一申二請件堂 移立之畢、貞応二年癸未七月九日以二栂尾本仏半丈六釈迦像
仏
願主督三位局
工快慶作一為二当寺一奉レ渡レ之、同廿日当時供養畢、
これによれば、中御門宗行の後室禅尼が夫の菩提を弔うために、西園寺入道相国（公経）の援助を得て、古堂を移建して本堂とし さらに高山寺に安置されていた快慶作 釈迦如来像を本尊に迎えて、貞応二年（一二二三年）七月二十日に落慶供養が行われたというのである。本寺建立の願主となった禅尼の夫 権中納言中御門（葉室）宗行は承久の乱の公家方首謀者の一人として、 承久三年（一二二一）七月十四日に駿河で刑死したことが知られる人物である。この女性をはじめ、善妙寺に入寺した尼 ちの境遇や出家後 活動をより具体的に示すのは、貞永元年（一二三 ） 彼女 によっ 筆写された『華厳経』であろう。現在、 その一部が高山寺に伝来して「尼経」の名で呼ばれているが これらの奥書 よって、少なくとも明達・性明・真覚・明行・戒光・禅恵・理澄・信戒の八人の尼の名を知ことができるのである。（牛山佳幸「中世の尼寺と尼」 （大隅和雄・西口順子
　
シリーズ
　
女
性と仏教『尼と尼寺』 ）一九八九年、平凡社
　
所収） ）
（６）牛山佳幸「中世の尼寺と尼」 （大隅和雄・西口順子
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女性と
仏教『尼と尼寺』 ）一九八九年、平凡社
　
所収）
（７） 『国書人名辞典』岩波書店
（８）牛山佳幸「中世の尼寺と尼」 （大隅和雄・西口順子
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女性と
仏教『尼と尼寺』 ）一九八九年、平凡社
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（
9）阿部泰郎監修、江口啓子・鹿谷裕子・玉田沙織編『室町時代の少女革命
　『新蔵人』絵巻の世界』 （二〇一四年、笠間書院）
（
10） 『続日本の絵巻８
　
華厳宗祖師絵伝（華厳経） 』一九九〇年、中央公論社
（
11）梅津次郎「義湘 ・ 元暁絵の成立」 （ 『美術研究』第 一 四九号、 一 九四八年八月）
（
12）奥田勲「明恵と女性」 （聖心女子大学論叢（８９） 、 一 九九七年八月）
（
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